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消毒液の使用やうがい、石鹸による手洗い励行、 体温測定等による健康管理と作業・打合せ時のマスク善用等、政府の対
処方針※を踏まえた対策の徹底とともに、建設現場の「三つの密」の回避等に向けて現場では様々な取組・工夫が実践
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（参加者を職長のみとし、朝礼後にグループＢＵＩこ伝達事項等を共有する等）
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０伝達事項等に即した朝礼等の時間短縮や内容の効率化

　

（説明のポイントを絞った時間短縮、伝達事項が明確な資料の活用等）

○肩もみ等の接触を伴う活動の省略

０マスクの入手が困難な場合の指差し呼称の省略

　

（指差し呼称する場合には十分な距離を確保する）

０ 朝礼時の体温測定等（非接触体温計の活用等）

０テレビ通話ツール等の利用による現場・事務所間の遠隔開催
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現場事務所等での業務．打合せに関する取組事例

　　

現場事務所等での業務．打合せに関する取組事例

○事務作業時の対人間隔の確保や窓等の開放による換気

ＯＷｅｂ（ＴＶ）会議やメール・電話による対面の打合せ等の削減

０対面で打合せ等を行う場合には十分な対面距離を確保

　　　

（例）対面距離を２．ｏｍ以上空ける、３人掛けの机を２人掛けで利用する、

　　　　　

対面とならないよう座席を配置する

　

など

○ 時間差による打合せの分散化や、打合せ時間の短縮・人数の縮小

０ 現場事務所等での空気清浄機の使用
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○休憩室等の窓・ドア等の常時開放や定期的な換気の励行

０車中にお１ブる食事・休憩の励行、休憩時間の分散化

　

（時間差による休憩室や更衣室等の利用、班別の休憩取得の励行など）

○更衣室や休憩室等での一定の対人距離の確保

０簡易なパーティション（アクリル板等）による密接の防止

○手洗い時のタオルの撤去（ペーパータオルの利用等） 等

○作業員の配置のブ□ツク分ーブによる密接した作業の回避

○車両での移動時の同乗・相乗りを避け個別の移動を励行

　

（現場へ移動するための車両数を増やす、近隣に借地し駐車スペースを確保する等）

○現湯と自宅の直行直帰の推奨

０重機や車両等の操作前の消毒等の徹底

　

（ハンドルや操作レバー等を消毒する、車両運転時にゴム手袋を善用する等）

○密室・密闘空間での換気や送風機等の使用の励行

　

（室内作業や型枠組立、内装工事など）

　　　

　　

パーティションで密接を防止

　

打合せ時の十分な劇画距離の確保

　　

　　　　

空気清浄襟を設置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

；休憩時間の分散化・法厚経像の防止のため
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休憩室の窓の常時開放
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建設現場「三つの密」の回避等に向けた取組事例④

オリジナルのポスターやロゴ、看板による意識向上

○現場や事務所にオリジナルのポスターや□ゴ、看板を設置し、 「三つの密」回避等の意識向上と作業姿勢の定着を図る
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４ 休憩前のうがいと手洗い
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０内装仕上げや設備工事等の室内の作業では、

　

工事エリアごとに区画を設定して作業

０狭い場所や居室での作業は、広さ等に応じ

　

て入室人数を制限して実施
（入□に掲示等を行い周知、室内は窓を開１ブて換気）

０大部屋での作業等においても、あらかじめ

　

工程調整等を行ってフ□ア別に人数を制限
（また、職種別に作業日を分散して、１日の現場入湯
人数を制限）

０室内には換気装置を設置し、換気を実施

０工程管理や内装仕上げの確認・是正にＷｅｂ

　

カメラや通信端末等を利用し、遠隔で実施

　

（データの共有、相互確認が可能）

０作業用エレベーターは３密の回避のだめ

　

使用のルール化

　

（定員制限やポスター掲示による周知徹底、乗降時や

　

階数ボタン等の消毒の徹底）
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作業場所の広さ等に応じ作業所の人数を制限（居室等への入室制限）

（定員を１～３名程度に限定、ポスター掲示）
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朝礼・ＫＹ活動における取組・工夫の例
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【建設現場『三つの密』の回避等】

　

食事・休憩時における取組・工夫の例
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昼食時はお互い距離をｂて食事
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オープンエアの休憩所として利用

（当は事例）
午前休憩↑Ａ班０９：４５～１０：１５、Ｂ班１０二１５‐１０：４５
昼体憩：Ａ班１１：３０－１２：３０、Ｂ班１２：３１３：３０
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ｉｏその他の例として、 ・トンネルやダムなど、宿泊施設のある現場について、入浴施設‘こ別々に入浴できるよう、一人用湯舟を４個設置．

　　　　　　　　　　

・宿泊施設の食堂で、朝昼晩の食事で密接にならないよう、食堂に『取り決め表』を
掲示

　　

等

【建設現場『三つの密』の回避等】

　

現場作業や移動時の取組・工夫の例
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【建設現場『三つの密』の回避等】

　

内装工事等における取組・工夫の例

住戸内は一人作宿繋駕：
１附随１襲嘘１１
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内装工事等、住戸内・密室内の作業では人数を制限し、ポスター等の掲示で周知。作業を少人数で分担するため、工程を調整して作業員数を削減
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室内の作業現場では、扉・窓の開放によって作業エリアを自然換気。必要に応じ扇風機も併用

　　　　　　　　　　　

換気設備の活用
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送風機を稼働し、族を外部へ排出

　　　　　

空気清浄機の使用

　　　　　

天井裏の作業は換気が難しいため、空間除菌剤を設置

　　　

こまめに粉塵等を処理

【建設現場『三つの密』の回避等】
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